
■開催概要は下記の通りです。

Ⅰ．開催日時
　2020年10月21日（水）14:00～16:00

Ⅱ．開催場所
　長浜文化芸術会館　大ホール　（滋賀県長浜市大島町37）

Ⅲ．参加対象
＜びわ湖東北部地域連携協議会　参画大学＞
　本事業主管校　滋賀文教短期大学　専任教員（全員）
　長浜バイオ大学　専任教職員（希望者）
　聖泉大学　専任教職員（希望者）
　滋賀大学　専任教職員（希望者）
　滋賀県立大学　専任教職員（希望者）
＜滋賀県内高等学校＞
　教員（希望者）
＜学校法人松翠学園＞
　岐阜女子高等学校　教員（希望者）
　岐阜第一高等学校　教員（希望者）
　※本事業主管校の法人内高校につき参加対象

Ⅳ．発表者
　荒瀬克己 氏（関西国際大学 学長補佐・基盤教育機構 教授）

■申し込み状況
教員 職員

18 4
1 14
3 5
0 0
0 0
0 1
0 0
1 0
2 0

25 24

■参加者アンケートの結果は下記の通りです。

１．ご所属
回答数

10
8
0
0
0

２．属性
回答数

9
9
0
0

３．本研修会に参加した理由（複数回答可）
回答数

8
6
5
8
0

2020年度 びわ湖東北部地域連携協議会 FD研修会
「教育の接続としての高大接続改革」（開催報告）

令和2（2020）年10月
事業担当校　滋賀文教短期大学

選択項目（択一）
①滋賀文教短期大学

選択項目（択一）
滋賀文教短期大学
長浜バイオ大学

参加希望があり、滋賀県内大学のため対象とした
感染症影響により学事があり参加できなかった

聖泉大学
滋賀大学
滋賀県立大学
びわこ学院大学

⑤その他

選択項目（択一）
①大学教員

②滋賀文教短期大学以外のPF参画大学
③学校法人松翠学園　高等学校
④滋賀県内高等学校

②大学職員
③高校教員
④上記以外

⑤その他（自由記述）

②高大接続への関心
③大学改革・入試改革への関心
④職場で参加を勧められたから

選択項目（択一）
①講演を聴くため

滋賀県内高等学校
岐阜女子高等学校

備考

合計 zoom開催を希望した方には後日資料送付で対応した
岐阜第一高等学校



４．本講演は今後の自身の業務にどの程度参考になりましたか。
回答数

3
14
1
0
0

５．本研修会の運営における改善点としてあてはまるものを全て選んでください。
回答数

14
3
0
0
1
0
0
0

５．貴学で抱える高大接続に関する問題を教えてください。

６．貴学の高大接続に関する問題を解決するために現在必要としている情報を教えてください。

７．その他、良かった点、改善点、次年度以降取り上げてほしいテーマなどをご自由にご記述ください。

■次年度に向けて

③マイクの音響
④スクリーンの見やすさ

選択項目（択一）
①大変参考になりそうだ
②ある程度参考になりそうだ
③参考になるかどうか不明
④あまり参考にならない
⑤ほとんど参考にならない

自由記述のご意見
時間・労力を考えるとウェブ開催がよかった。

自由記述のご意見
高校教育の現状
各高校との様々な情報交換
今の高校生が、自分の将来の姿、どのような生き方をしたいと考えているのか知りたい。これだけの情報社会
の中で成長し、社会の情勢が年単位で変わっていく、予想不可能な時代ともいえる今に、彼らは自分の未来を
どのように想像しているのか知りたい。

保育・教育者を選択するにあたって、教育者としてふさわしい基礎的な学力と人間性を備えた人材の受け入れ

説明にあったような力が、大学の方針に従ってつけていけるかが課題だと思います。示されたような過程をス
ムーズに進んでいく学生は本学においては多くはありません。
躓いたり挫折したり、失敗したりすることが予想される学生が多く在籍しているように思います。
理想とは別にそうした者たちへの学び直しや様々な学びの方法を経験できるような道筋が、高大接続の過程に
おいて見えるといいなと思います。

⑤開催時間
⑥会場へのアクセス
⑦椅子・机
⑧その他

自由記述のご意見
連携授業のあり方

選択項目（複数回答可）
①特になし
②会場の温度・室温

高大接続改革の経緯が良くわかりました。実際に高等学校教員のご経験がある方なので説得力があり、学生達
への学び・探求について熱い思いが伝わる説明会でした。特に大学・高等学校の先生方に聞いていただきたい
内容だったのではないかと思います。残念だったのが、平日開催日だっとという事です。
学生募集の責任者として、１８歳人口減少により教育内容や入試も変えていかなければならない事は承知して
いますが、やはり学生募集（広報）の方が気になります。
研修会実施運営ありがとうございました。

　今年度は高等学校の学事も新型感染症の影響により例年と異なる点も多く、参加したくても参加できないと
いいう声も聞かれ、滋賀県内の高等学校には1校も参加していただくことができなかった。
　次年度は、その調整を強化して日時を決定するとともに、びわ湖東北部地域連携協議会（PF）外の組織にも
参加を呼びかけていく予定である。

以上

丁寧に感染症対策に取り組んでいただき、皆さんが安心して参加できたかと思います。ありがとうございまし
た。

講師の話が大変聞きやすく、また内容もわかりやすく納得できました。直接業務とは関わらないテーマでした
が、勉強になりましたし参考になりました。

業務では直接高校側と接することが無いので、とても新鮮なお話でした。高校側の視点、課題などが分かり視
野が広がったように思います。お話も答えやテクニックを教えるのではなく、それぞれが考えることができた
ように思います。プラットフォームとしての高大接続は、ＷＧ－Ａ・Ｂ・Ｃいずれでもチャレンジできそうで
す。少し外れるかもしれませんが、次年度のＳＤ研修として、夏休み期間に3大学の職員が集まって、講演+部
署別グループワーク？等ができればと思います。

私にとっては難しい課題を整理して説明いただき、理解が進みました。


